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ホスファターゼ活性を用いた極限環境生物活動評価
Evaluation of biological activity in extreme environments by phosphatase activity
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地球極限環境における生物活動評価にホスファターゼ活性を用いることを検討した。試料としては，南極土壌や海底熱
水噴出孔チムニー等を用いた。ホスファターゼ活性は４?メチルウンベリフェリルリン酸を基質とする蛍光法を用いた。
同じ試料のアミノ酸濃度も定量した。ホスファターゼ活性値やアミノ酸濃度は，生物活動とよい相関を示した。試料か
ら抽出したホスファターゼの熱安定性や活性の温度依存性を調べると，その環境での主要生物種の生息温度に依存する
傾向がみられた。
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